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現在、地域の交通の確保は喫緊の課題である。行政は、コミュニティバス運行や路線バス補助を行って

きたが、どのような地域にどれだけのサービスを供給するかについての基準が不明確なままである。その 
ため、サービスレベルが高い地域と低い地域が混在する状態となった。そこで、本研究では、サービス水 
準マトリクスの考え方を援用し、住民の希望する路線バスのサービス水準をアンケート調査より求めた。 
さらに、これを元としたサービスレベルの整理方法について検討を行った。 
 具体的には、サービスレベルとして、運行頻度、料金、バス停までの徒歩距離、バスの乗車時間、乗換 
条件を選択し、これらの回答傾向をグループ化した。また、この回答傾向グループと有意な関係を有する 
地理指標として、人口密度を用い、人口密度を元にサービスレベルを整理した。 
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1. はじめに 
 
近年，行政は，コミュ二ティバスを運行したり，民間

事業者が運営する路線バス（以降，民間運営路線バス）

に補助金を支出したりすることによって，地域の交通を

確保してきた．（以降，行政が補助金を支出する路線バ

ス全般を行政補助路線バスと呼ぶ）．しかし，サービス

を供給する地域や供給量について，基準が不明確なまま

既存のサービスを追認することでサービスが供給されて

きた。その結果，サービス供給が公平ではないことが生

じている．そこで，サービスの供給量と地域の目安を数

値で表した「サービス供給基準」を明らかにし，行政補

助路線バスの供給するサービスを整理する必要がある．
１）２）そこで，本研究ではサービス水準マトリクスの考

え方を援用し２）３），需要側，すなわち地域住民の意見

を元に，サービス供給基準の設定方法について検討する．  

 
(1) サービス水準マトリクス 

サービス水準マトリクスとは，谷本ら２）３）が提案し

た＜地域を表す変数＞や＜保障する活動の機会の種類＞

ごとにサービス供給基準を整理した表のことである．縦

項目は，人口規模や地区特性などの＜地域を表す変数＞，

横項目は，通勤，通学などの＜保障する活動の機会の種

類＞ごとに分類されている．そして，＜地域を表す変数

＞ごと，＜保障する活動の機会の種類＞ごとに整理され

たサービス供給基準が示されている．サービス水準マト

リクスに関する既往の研究として，青森県平賀町を対象

としたサービス水準の導出モデルの研究３）や，サービ

ス水準および地域の分類の設定方法を検討し，実際に鳥

取県米子市や岡山県真庭市を対象にサービス水準マトリ

クスの導出２）を行っている．しかし，これらの地域は

共通して１日に10便程度と運行頻度が低い．運行頻度の

サービスレベルが低い地域では，他のサービス項目が利

用に与える弾力性に比べ，運行頻度の弾力性が高いため，

サービス水準マトリクスは，運行頻度について構成する

ことが適している．また，都市郊外部では，過疎地域ほ

どではないものの，地域公共交通の利用者が減少し，行

政補助路線バスが必要となることが増えている．したが

って，都市郊外部においても，サービス供給基準が必要

とされ，サービス水準マトリクスの概念が有用と考えら

れるものの，都市郊外部においては，他のサービス項目

の利用に与える弾力性が高いため，適用方法を検討する
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必要がある． 

 
(2) 研究の目的 

 本研究では，都市郊外部において，行政補助路線バス

の供給するサービスを整理し，その再編に貢献する知見

を得るため，サービス供給基準を設定する必要がある．

ゆえに，運行頻度が支配的なサービス指標とならない地

域におけるサービス水準設定方法およびサービス水準マ

トリクス作成方法について考察することを本研究の目的

とする． 具体的には次の内容を研究の目的とする． 

a) サービス水準マトリクス作成方法の検討 

 サービス水準マトリクスを＜要素＞＜保障する活

動の機会の種類＞＜サービス水準＞＜地域を表す変

数・地域の分類＞の４項目に分解し，項目の設定方

法について考察する． 

b) 提案した作成方法を用いてケーススタディ地域にお

けるサービス水準マトリクスを作成 

 ケーススタディ地域においてサービス水準マトリ

クスを作成し，地域のバスサービスおよび行政補助

路線バスに関する考察を行う． 

なお，都市郊外部として，堺市美原区をケーススタデ

ィ地区と設定する． 

 

 

2. サービス水準マトリクス作成方法 
 
サービス水準マトリクスを後に示す４項目に分解した．

本章では，その４項目の設定方法について次に示す順に

述べる． 

(1) 要素 

(2) 保障する活動の機会の種類 

(3) サービス水準 

(4) 地域を表す変数・地域の分類 

 
(1) 要素 

 本研究では，サービス水準マトリクスにおいてサービ

ス水準を設定する路線バスのサービス指標のことを要素

と呼ぶ．都市郊外部は，運行頻度以外にも，乗車料金や

乗車時間が路線バスの利用に最も影響を及ぼす可能性が

ある地域である．そこで，要素を決定するためには，都

市郊外部における路線バスの利用に最も影響を及ぼすサ

ービス指標を知る必要がある．そして，このサービス指

標をサービス水準マトリクスの要素とする． 

 
(2) 保障する活動の機会の種類 

 これまでサービス水準マトリクスが適用されてきたの

は，運行頻度が支配的なサービス指標となるほど運行頻

度のサービスレベルが非常に少ない地域であった．その

ため，通勤・通学，買い物，通院など地域住民の活動の

機会をきちんと保障するために，サービス水準マトリク

スが保障する活動の機会の種類ごとに分類されてきた．

ここで，都市郊外部はある程度の運行頻度が確保されて

いるので，保障する活動の機会の種類ごとにサービス水

準を分類しても地域住民が求めるサービスレベルに大き

な差は生じない，と仮定する．また，＜要素＞が１つに

定まらない可能性が高いと考え，保障する活動の機会の

種類ごとではなく，要素となるサービス指標ごとにサー

ビス水準を分類することを提案する． 

 
(3) サービス水準 

 本研究では，地域住民の視点からサービス水準の設定

を行う．地域住民を対象に路線バスに対して求めるサー

ビスレベルについてのアンケート調査を行い，この調査

結果を基にサービス水準を決定する．  

 
(4) 地域を表す変数・地域の分類 

 谷本ら２）は，「地域の分類に際しては，『地域をど

のような抽象的な指標で表すか』『何が類似していれば

同じ地域，何が類似していなければ異なる地域として分

類してよいのか』予め決めておかねばならない」と述べ

られている．本研究においては，サービスレベルの回答

傾向がと有意に関係する地理指標を探索し，地域を表現

する抽象的な指標とする．さらに，サービスレベルに関

する回答傾向を元に回答者を分類し，この分類と有意な

関係を有する地理指標の分類を探査する． 

 
 

3. ケーススタディ地域におけるサービス水準マ

トリクスの考察 
 
本章では，2章で述べたサービス水準マトリックスを

検証するため，ケーススタディ地域においてサービス水

準マトリクス作成する．． 

 
(1) 要素 

 2章では，路線バスの利用に最も影響を及ぼすサービ

ス指標を選択するため，堺市が「交通に対する意識調査」

として2010年に市民を対象に行った調査より，美原区

民について「公共交通が不便だと感じる理由」を集計し

た結果をもとに考察する（図- 1）．美原区民の公共交

通が不便だと感じる理由のうち，運行頻度・料金・バス

停までの徒歩距離・バスの所要時間・乗換の5項目に関

する回答数が全体の回答数の約8割を占めている．以上

のことを踏まえると，美原区における路線バスの利用に

最も影響を及ぼすサービス指標は，運行頻度・料金・バ

ス停までの徒歩距離・バスの所要時間・乗換の5項目と
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考え，要素として以上の5項目を設定する． 

 

図-1 美原区民の公共交通が不便だと感じる理由４） 

 
(2) 保障する活動の機会の種類 

 2章で述べたように，保障する活動の機会の種類ごと

には分類せずにサービス水準マトリクスを作成する． 

 
(3) サービス水準設定に向けたアンケート調査 

美原区民を対象に，路線バスに対して求めるサービス

レベルについてアンケート調査を実施した．アンケート

調査の概要は，表- 1に示した．なお，本研究で必要な

サービス水準は，「路線バスを利用するために最低限必

要な条件」であるが，サービス水準を質問する際には，

「必要以上のサービスレベルを確保しよう」という回答

を抑制するため，同時に「積極的に路線バスを利用でき

ると思う条件」を質問した．  

 
表- 1 調査概要 

調査日 2011年 10月～11月 
調査方法 配布：自治連合会在籍 12,463 世帯８）（自

治連合会加入率：約 88％） 
    ⇒自治連合会経由の配布 
   ・自治連合会に在籍していない世帯

    ⇒美原区役所市政情報コーナーで

回収：郵送回収 
調査対象

者 
美原区全世帯（世帯数 14,100世帯） 
１世帯につき2名 

調査結果 回答票数：7130票 
回収率：27.4％ 

調査機関 堺市建設都市局交通部公共交通課 
調査実施

機関 
大阪大学・パシフィックコンサルタンツ株

式会社 
※調査票は２部封入しているが、調査対象が１名の場合

もある．回収率の母数は13,000世帯×2部＝26,000部． 

 運行頻度・料金・バス停までの徒歩距離・バスの所要

時間の 4 項目については，サービスレベルを定量的に

設定できたが，乗換については，乗換を可能とする条件

という形で定性的な表現にとどまった．運行頻度・料

金・バス停までの徒歩距離・バスの所要時間（自動車で

15 分の場所までバスで移動する際のバスの所要時間）

の 4 項目の単純集計結果については，図- 1 に示した．

乗換については，乗換の可否についての調査結果を図- 
2 に，乗換を行っても良いと考える条件を図- 3 に示し

た． 

 

図- 1 バスを利用する際に最低限度必要な条件 

図- 2 バスからバスへの乗換に関する美原区民の      

意見 
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図- 3 乗換を行っても良いと考える条件 

 
(4) 地域を表す変数・地域の分類設定にむけた考察 

本研究では，地域を表す地理指標として，人口に関す

る地理指標に着目し，次の11項目を設定する． 

人口密度，可住地人口密度，人口規模，世帯密度，

可住地世帯密度，高齢者人口密度，高齢者可住地人

口密度，高齢者人口，後期高齢者人口密度，後期高

齢者可住地人口密度，後期高齢者人口 

 なお，可住地面積算出においては，一般市街地面積と

集落地面積の和を用いた． 

 
 

4. サービス水準の設定に向けた分析および考察 
 
(1) 地域を表す変数・地域の分類に向けた分析方針 

サービス水準を定量的に表現できた運行頻度，料金，

バス停までの徒歩距離，バスの所要時間の4項目につい

て，クラスター分析を行い，回答傾向をクラスターに分

類する．回答者の所属する集落の地理的指標をクラスタ

ーごとに有意差を有するかχ2検定および分散分析によ

って検定する． 

 
(2) 地域を表す変数・地域の分類 

a) 地域を表す変数 

最低限必要な条件について述べる．要素に関するサービ

ス指標（運行頻度，料金，バス停までの徒歩距離，バス

の所要時間）の回答を断層クラスター分析を行い，χ2

検定および分散分析を行う．クラスター数は，探査的に

検索した．その結果，クラスター数2を有する場合かつ

人口密度との間に最も有意差があることを確認できた．

なお，このときの有意確率は6.2%であり，有意水準5%

は満たしていないが，有意水準10%を満たしており，あ

る一定の制度を有すると考えた．なお，クラスター数を

3以上に増やした場合，これを上回る有意確率を示すも

のがなかったため，地域を表す変数を人口密度，地域の

分類数を2と設定することとした． 

表- 2 地域を表す変数の候補11項目とアンケート調

査回答結果の関係性 

 有意確率  有意確率

人口密度 0.062* 高齢者可住地

人口密度 

0.194 

可住地人口密度 0.134 高齢者人口 0.242 

人口規模 0.420 後期高齢者人

口密度 

0.454 

世帯密度 0.211 後期高齢者可

住地人口密度 

0.957 

可住地世帯密度 0.113 後期高齢者人

口 

0.173 

高齢者人口密度 0.233  

※有意水準 10％で有意な差があると見なした項目 

 
b) 地域の分類 

 a)に示したクラスターで2分割を行うとして，それぞ

れのクラスターに含まれる回答者のの居住地域の人口密

度の平均値を表- 3に示す． 

 
表- 3 クラスター別回答者数および各居住地域の人

口密度の平均値 

クラスター 回答者数 

（人） 

人口密度の平均

値（人/km2） 

１ 4115 5778 

２ 415 6267 

全回答者 4530 5823 

 
 2つのクラスターの人口密度の平均値をさらに平均を

したところ6,023(人/km2)となった．サービス水準マトリ

ックスを運用しやすくするため，美原区域内に6,000か

ら6023までの値をとる人口密度の地域がないことから,

クラスター間の区切りを示す人口密度の値を6,000(人
/km2)ととした． 

 なお,同様の分析を「積極的に利用できる条件」につ

いても行ったところ,クラスター数は2,可住地人口密度

が選択され, 11,200(人/km2)で区切ることが望ましいこ

とが分かった． 

 

(3) サービス水準設定 

 定量的なサービス水準を設定できた4項目（運行頻度，

料金，バス停までの徒歩距離，バスの所要時間）と乗換

を別に考察を行う． 

a)乗換以外のサービス指標 

 前節で分類したクラスターごとにサービス水準に関す

る回答結果の平均値を算出すると表- 4となる． 
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表- 4 地域の分類ごとの各要素の平均値 
人口密度 

 

（人/km2） 

運行頻度 

（本/時

間） 

料金 

（円） 

バス停まで

の徒歩距離 

（m） 

バスの所要

時間 

（分） 

6,000未満 2.9 189 370 18 

6,000以上 2.8 193 410 19 

  

b)乗換 

乗換については,定量的な表現ができなかったため,定

積的な表現を用い,乗換に求める要件の順番を求める．

そこで,クラスター毎に乗換条件に関する回答結果を集

計し表- 5に示す． 

 

表- 5 乗換条件に関する回答数とその割合 
人口密度 

（人/km2） 

乗換バス間の

距離が短い 

乗換割引が導

入されている 

乗換バス間の

ダイヤが調整

されている 

6,000未満 942(46.3%) 981(48.2%) 1333(65.6%) 

6,000以上 554(49.3) 579(51.6%) 748(66.7%) 

 

人口密度が6,000（人/km2）未満の地域と6,000（人/km2）

未満の地域，いずれの地域においても，乗換を行っても

良いと考える条件の回答数の順位は「乗換バス間のダイ

ヤが調整されている」「乗換割引が導入されている」

「乗換バス間の距離が短い」の順になるが,「乗換バス

間の距離が短い」と「乗換割引が導入されている」の割

合の差は僅かである．また，3章(3)に示した乗換の条件

に関するアンケート調査結果においては，「乗換バス間

の距離が短い」が「乗換割引が導入されている」の選択

率が上回っている．以上から乗換に関しては,今回は両

クラスターとも同様に,「乗換バス間のダイヤが調整さ

れている」が優先され,次いで同順で「乗換割引が導入

されている」「乗換バス間の距離が短い」という条件に

なると設定した． 

 

(4) サービス水準マトリクス 

 本研究で提案したサービス水準マトリクス作成方法を

用いて作成した堺市美原区におけるサービス水準マトリ

クスは，表- 6および表- 7となる． 
 

表- 6 堺市美原区におけるサービス水準マトリクス

（最低限必要な条件） 
人口密度

（人/km2） 

運行頻

度(本/時
間) 

料金 
（円） 

バス停

までの

徒歩距

離（m） 

バスの

所要時

間

（分） 

乗換の

条件の

優先順

位 
6,000未満 2.9 189 370 18 x.＞y.≒

z. 6,000以上 2.8 193 410 19 

※x. 乗換バス間のダイヤが調整されている 

                           y. 乗換割引が導入されている 

                           z. 乗換バス間の距離が短い 

 

表- 7 堺市美原区におけるサービス水準マトリクス

（積極的に利用できる条件） 
可住地人口

密度（人

/km2） 

運行頻

度(本/
時間) 

料金 
 

（円）

バス停ま

での徒歩

距離 
（m） 

バスの所

要時間 
（分） 

乗換の条

件につい

ての優先

順位 
11,200 

未満 
4.0 174 295 17 

x.＞y.≒

z. 

11,200 

以上 
4.2 157 300 16 

※x. 乗換バス間のダイヤが調整されている 

                           y. 乗換割引が導入されている 

                           z. 乗換バス間の距離が短い 

(5) 考察 

 前節で設定したサービス水準が，実現可能性が少ない

値でないかどうかを確認するために，まず，現在美原区

域を運行する行政補助路線バス４路線のサービスについ

て表- 8に整理する． 

 
表- 8 美原区域を運行する行政補助路線バス 

のサービスレベル 

 運行頻度 料金（大

人片道） 
バスの所要

時間（自家

用車での所

要時間） 
初芝駅前～ 
美原区役所 

平日 
2～3本/時間 

240円 約18～20分
（約12分）

新金岡駅前～

美原区役所 
平日 

2～3本/時間 
350円 約17～19分

（約18分）

北野田駅前

～さつき野

東 

平日 
2～3本/時間 

280円 約21～25分
(約18分) 

北野田駅前

～多治井北 
平日 

2本/時間 
290円 約28～29分

（約21分）

 
  表- 6～表- 8より，最低限必要な条件に関する運行頻

度およびバスの所要時間に関しては，実際に供給されて

いるサービスとサービス水準との差はほとんどなく、現

実的なサービス水準の値を得ることができた．また，積

極的に利用できる条件に関しても，運行頻度およびバス

の所要時間に関しては，実際に供給されているサービス

はサービス水準に達していないものの，大差があるわけ

ではないので，現実的なサービス水準の値を得ることが

できた．料金に関しては，実際に供給されているサービ

スとサービス水準の差が，最低限必要な条件においては

50～160円，積極的に利用できる条件においては100～
200円の差が生じた．本研究では，需要側の視点からサ

ービス水準を設定した．今後，供給側である行政が，需

要側の視点でのサービス水準に，財政面等を考慮し、供

給側の視点を加えたサービス水準を設定するものと考え

られる．その際に参考とする需要側のサービス水準の値
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としては，料金に関しても，ある程度現実的な値が得ら

れた．また，美原区のおおかたの地域がバス停までの徒

歩距離300ｍ以内の地域となっている．このことから，

バス停までの徒歩距離に関しても，どちらの条件におい

ても，現実的なサービス水準の値が得られた． 

 

5. 結論 
 
本研究では，都市郊外部においてサービス水準マトリ

クスの作成方法の需要側からの視点から提案を行った都

市郊外部におけるサービス水準マトリクス作成方法にお

いては，保障する活動の機会の種類ごとではなく要素ご

とに分類すること，要素は、運行頻度・料金・バス停ま

での徒歩距離・バスの所要時間・乗換条件の５項目で提

案した．そして，地域を表す変数には、高齢者や後期高

齢者に関する指標ではなく，人口密度や可住地人口密度

が適していることを示した．さらに，実際に得られたサ

ービス水準と，現在供給されているサービスとの間に，

かけ離れた差は生じなかった．料金に関しては，ある程

度の差が生じてしまったが，今後，供給側の視点を加え

たサービス水準マトリクスを作成する際に，参考にする

値としては，ある程度現実的な値が得られたと考えられ

る．したがって，地域住民を対象にして行った路線バス

に対して求めるアンケート調査結果を基に，需要者視点

でのサービス水準設定は可能であることが明らかとなっ

た． 
また，サービス水準に関しては，最低限必要な条件お

よび積極的に利用するための条件の２種類の条件につい

て，作成することを提案した．これは，アンケート調査

を回答する際に，高い希望を回答する人と必要最低限の

希望を回答する人が混合してしまうという事態を避ける

ためであった．また，今後，需要側の視点に供給側の視

点を加えたサービス水準マトリクスを作成する際に，２

条件のサービス水準マトリクスを作成したことが役立つ

と考えられる．具体的に述べると，全ての要素のサービ

スレベルを，積極的に利用するための条件を基に設定し

たサービス水準に見合ったレベルにすることに超したこ

とはない．しかし，行政の財政面を考慮すると難しい．

そこで，何かの要素のサービスレベルを引き上げるため

には，何かの要素のサービスレベルを最低限必要なサー

ビスレベルで留めなければならなくなる可能性がある．

そのため，最低限必要な条件についてのサービス水準を

設定した．したがって，行政は，供給側の視点を加え，

かつ，地域住民がどの要素を重要視しているのかに着目

しながら，これら２条件のサービス水準マトリクスを用

いて，行政補助路線バスのサービス供給基準としてのサ

ービス水準マトリクスを作成することが望まれる． 
以上のような方法で作成した行政補助路線バスのサー

ビス供給基準としてのサービス水準マトリクスは，路線

バスおよび行政補助路線バスの再編に寄与すると期待さ

れる． 
具体的には，サービス供給基準を，路線バス全体のサ

ービス（民間運営路線バスおよび行政補助路線バスのサ

ービス）が満たしていない地域については，サービス供

給基準に見合ったサービスまで，行政補助路線バスのサ

ービスを増加させる．また，サービス供給基準よりも，

行政補助路線バスのサービス供給が上回っている地域に

ついては，サービス供給基準までサービスを削減する．

一方で，民間運営路線バスのサービスのみでサービス供

給基準を満たしている地域については，行政補助路線バ

スは関与しない，というような再編方法が可能であると

考えられる． 
このように，本研究で提案した需要側からの視点での

サービス水準マトリクス作成方法を用いることによって，

都市郊外部においても，行政補助路線バスのサービス供

給基準の明確化が可能となり，路線バスおよび行政補助

路線バスの再編に寄与すると期待される． 
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